
第 69 回原状回復対策協議会（1,4-ジオキサン対策の現状と対策等）における主な意見と対応について 

項  目 委 員 名 意 見 要 旨 対 応 案 

第 24 回汚染土壌対

策技術検討委員会結

果報告 

簗田委員 ・汚染土壌の掘削除去により濃度低減の目途が立った。 

・汚染実態調査と対策、地域に安心されるための水質

モニタリング調査を継続実施していく必要がある。 

御意見の主旨に従い、今後、必要な調査、

対策等を行う。 

水質モニタリング結

果のまとめ方 

中澤委員 各地区の平均値のグラフではなく、基準超過井戸の

濃度変化で説明されると明確に理解される。 

御意見の主旨に従い、基準超過井戸の濃

度推移と対策がわかるよう工夫する。 

1,4-ジオキサンの浄

化対策 

生田委員 ・残りの計画期間で、地域が安心できる濃度に低下で

きないのではないか。 

・水質モニタリングについても地域が安心できるまで

継続して実施していく必要がある。 

御意見の主旨に従い、今後の対策につい

て環境省等と協議していく。 

1,4-ジオキサン対策 中澤委員  Ａ西側に施工した汚染土壌の掘削跡は、今後浄化対

策に有効利用できないのか。 

御意見の主旨に従い、対策を検討する。 

藤原委員 

（大沢代理） 

 住民の安心できる環境にするため、引き続き浄化に

取り組んでほしい。 

御意見の主旨に従い、今後の対策につい

て環境省等と協議していく。 

 実施計画の変更 齋藤委員長  今後、モニタリング結果、委員からの意見等を踏ま

え、県として必要があれば実施計画の変更（期間延長

等）について、環境省等との必要な協議を進めてほし

い。（委員賛成） 

藤田オブザ

ーバー 

 計画変更について環境大臣同意まで半年程度要す

る。次回協議会以降手続きを進められても間に合う。 

教訓を後世に伝える

ためのワーキング 

生田委員  ワーキングの進捗について、協議会の場で説明等し

ていただきたい。 

御意見の主旨に従い、協議会の場で説明

等していく。 
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場内地下水の一部から
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処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

○ 濃度が高い
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・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県境鋼矢板

Ａ地区西側

土壌の掘削除去（

その隣接地に井戸を設置（１２月

地下水をモニタリング中

現在の状況 

場内地下水の一部から

-ジオキサンは

基本対策として

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

濃度が高い値で継続している

ＡＢ地区境界部において、

同様にＡ地区西側において、汚染土壌の掘削除去（

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

 

県境鋼矢板 

Ａ地区西側 

掘削除去（１２月完了

井戸を設置（１２月

モニタリング中 

1,4

場内地下水の一部から1,4-ジオキサンが検出されている

ジオキサンは溶剤の一種。平成

基本対策として洗出処理（揚水井戸からの地下水回収）

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

値で継続している

ＡＢ地区境界部において、

Ａ地区西側において、汚染土壌の掘削除去（

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

  

A 地区 

１２月完了） 

井戸を設置（１２月完了）

B-1 

1,4-ジオキサン

ジオキサンが検出されている

溶剤の一種。平成21

洗出処理（揚水井戸からの地下水回収）

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

値で継続している区画では、追加対策として以下の対策を実施

ＡＢ地区境界部において、汚染土壌の掘削除去

Ａ地区西側において、汚染土壌の掘削除去（

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

図１ 現時点の

B 地区 

・汚染土壌の掘削除去

・一部に

・集水管から地下水

リング中

 

 

ジオキサン対策について

ジオキサンが検出されている

21年に環境基準が施行さ

洗出処理（揚水井戸からの地下水回収）

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

区画では、追加対策として以下の対策を実施

汚染土壌の掘削除去及び北側斜面への集水管設置（

Ａ地区西側において、汚染土壌の掘削除去（

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

現時点の浄化対策

 

Ａ－Ｂ地区

汚染土壌の掘削除去

一部に集水管を設置（８月完了）

・集水管から地下水

リング中 

対策について

ジオキサンが検出されているため、浄化を実施しています。

年に環境基準が施行さ

洗出処理（揚水井戸からの地下水回収）後、回収した地下水や浸出水は水

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流

区画では、追加対策として以下の対策を実施

及び北側斜面への集水管設置（

Ａ地区西側において、汚染土壌の掘削除去（昨年12

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

浄化対策実施状況

地区境界部 

汚染土壌の掘削除去（８月完了）

集水管を設置（８月完了）

・集水管から地下水を集水し、モニタ

対策について 

ため、浄化を実施しています。

年に環境基準が施行されて、本現場は当該基準で管理

後、回収した地下水や浸出水は水

処理施設で浄化後、環境基準適合を確認のうえ、再利用又は放流 

区画では、追加対策として以下の対策を実施

及び北側斜面への集水管設置（

12月完了） 

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中

実施状況 

（８月完了） 

集水管を設置（８月完了） 

を集水し、モニタ

ため、浄化を実施しています。

て、本現場は当該基準で管理

後、回収した地下水や浸出水は水

区画では、追加対策として以下の対策を実施 

及び北側斜面への集水管設置（昨年

 

・これらの区画では、対策効果を確認するため、モニタリングを実施中 

J 地区

ため、浄化を実施しています。 

て、本現場は当該基準で管理）

後、回収した地下水や浸出水は水

昨年8月完了）

地区 

） 

後、回収した地下水や浸出水は水

月完了） 
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２ 地下水調査結果（平成25年４月～平成29年2月）と対策の方向性 

場内43井戸（揚水井戸等29、モニタリング井戸14）で調査を実施しました【表１】(p.3)。 

また、Ａ地区西側、ＡＢ地区境界部についてはこれまで高濃度が続いており、汚染土壌の掘削

除去等の対策を実施したところです。その濃度（表１の太枠で囲んだ井戸）の推移をグラフ化し

ました【図２】。 

 

○ 全体としては、地下水の洗出しにより濃度の低下がみられます。 

○ Ａ地区西側では、汚染土壌の掘削除去により1,4-ジオキサン濃度が低下しています。 

○ ＡＢ地区境界部でも、掘削除去による濃度低下がみられますが、B-1では高濃度が継続し

ています。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

ヨ-4 0.13 0.13 0.11 0.15 0.12 0.48 0.17 0.18 0.12 0.095 0.10 0.11 0.12 0.077 0.12 0.15 0.14 0.15 0.14 0.18 0.18 0.18 0.16 0.17 0.15 0.16 0.042 0.14 0.15 0.14 0.14 0.13 0.12 0.10 0.12 0.11 0.10 0.11 ヨ-4

ヨ-5 0.074 0.089 0.10 0.082 0.023 0.014 0.064 0.064 0.13 0.16 0.20 0.22 0.24 0.26 0.29 0.30 0.085 0.11 0.34 - - 0.33 0.29 0.30 0.34 0.098 0.22 0.17 0.27 0.26 0.26 0.23 0.20 0.14 0.17 0.10 0.10 0.10 ヨ-5

ヨ-6 0.23 < 0.005 0.097 0.025 < 0.005 < 0.005 0.022 0.034 0.017 0.022 0.025 0.028 0.014 < 0.005 0.020 0.029 0.020 < 0.005 0.030 0.026 0.019 0.031 0.028 0.029 0.028 0.016 - 0.019 < 0.005 0.022 0.014 0.027 0.023 0.007 0.020 < 0.005 0.005 - ヨ-6

1-⑤-ｳ 0.11 0.56 0.62 0.59 0.62 0.59 0.65 0.63 0.76 0.83 0.72 0.68 0.61 0.72 0.59 0.65 0.60 0.59 0.65 0.78 0.67 0.52 0.53 0.45 0.49 0.50 0.56 0.64 0.49 0.67 0.60 0.57 0.72 0.68 1-⑤-ｳ

A-1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.12 0.11 - A-1

大型井戸 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.053 0.061 0.072 0.078 0.092 0.069 0.093 0.057 0.066 0.056 0.083 0.10 0.082 0.057 0.034 0.035 0.021 0.029 0.034 大型井戸

ヨ-1 7.1 7.8 6.8 0.82 0.10 0.41 0.15 6.5 5.1 4.8 0.70 1.7 0.064 0.53 5.6 0.12 4.8 0.009 5.4 4.9 4.6 2.7 0.22 0.11 0.57 0.11 0.46 0.40 0.83 0.77 ヨ-1

B-1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2.9 2.8 2.1 0.82 2.4 0.77 2.3 - B-1

ヨ-2 1.9 1.6 8.2 2.0 0.64 0.38 3.0 6.0 3.2 4.0 2.6 0.82 0.50 0.57 2.8 0.71 0.97 0.14 0.41 3.3 1.8 3.4 2.9 2.8 ヨ-2

ヨ-3 0.38 0.82 0.40 0.36 0.80 0.33 0.84 1.2 0.58 0.83 0.22 0.13 0.54 0.47 1.1 0.75 0.39 0.049 0.80 1.2 0.27 0.47 0.11 0.16 0.25 0.16 0.33 0.23 0.14 0.21 0.53 0.058 0.39 0.21 0.14 0.10 0.17 0.17 ヨ-3

B地区貯水池 - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.35 0.21 0.042 0.048 0.048 0.094 0.026 0.16 0.023 1.0 2.4 0.58 0.31 0.16 0.15 0.20 0.20 0.080 0.057 0.10 0.14 0.38 0.63 B地区貯水池

ヨ-7 0.007 0.009 0.006 0.005 0.013 0.010 0.013 <0.005 0.009 0.008 0.007 0.005 0.007 < 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.006 0.006 0.005 0.005 0.005 0.006 0.006 - 0.007 < 0.005 0.005 0.006 0.006 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 - ヨ-7

ヨ-8 0.28 0.39 0.17 0.64 0.68 0.96 0.22 1.2 0.35 0.71 0.34 0.91 0.70 0.37 0.47 0.006 0.047 0.031 0.028 0.035 0.087 0.024 0.066 0.064 0.15 0.051 0.17 0.058 0.083 0.072 0.017 0.079 0.016 0.016 0.015 0.063 0.074 - ヨ-8

1号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.059 0.10 0.074 0.095 0.071 0.087 0.088 0.071 0.068 0.058 0.053 0.075 0.050 0.069 1号集水井

E ヨ-9 0.18 0.17 0.22 0.16 0.15 0.17 0.014 <0.005 <0.005 0.070 0.061 0.065 0.042 < 0.005 0.052 0.054 < 0.005 0.045 0.036 0.046 0.043 0.050 0.048 0.046 0.034 0.050 - 0.005 < 0.005 0.031 < 0.005 0.018 0.021 0.006 0.025 < 0.005 0.009 - ヨ-9 E

G ヨ-11 0.053 0.062 0.072 0.051 0.037 0.035 0.049 0.041 0.039 0.073 0.17 0.090 0.093 0.089 0.012 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.011 0.020 0.020 0.017 0.018 0.014 - 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <　0.005 <　0.005 <　0.005 <　0.005 < 0.005 < 0.005 - ヨ-11 G

ヨ-12 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.008 0.006 - - - - - - - - - - - - - - - - - ヨ-12

ヨ-13 0.046 0.033 0.050 0.030 < 0.005 0.037 0.042 0.049 0.062 0.099 0.096 0.098 0.019 0.013 0.098 0.096 0.090 0.084 0.082 0.090 0.082 0.054 0.065 0.045 0.085 0.088 0.062 0.059 0.054 0.063 0.064 0.066 0.084 0.067 0.071 0.057 0.053 - ヨ-13

ヨ-14 0.008 - - - - - - - - - - - - - - - - - - < 0.005 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - ヨ-14

ヨ-15 < 0.005 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.063 0.006 - - - - - - - - - - - - - - - - - ヨ-15

北調整池集水井（東） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.030 0.013 0.061 0.040 0.034 - 0.040 0.015 0.046 0.017 0.022 0.045 0.033 0.031 0.027 0.046 - 北調整池集水井（東）

北調整池集水井（西） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.019 0.025 0.018 0.016 0.020 - 0.021 0.020 0.018 0.009 0.011 0.014 0.019 0.025 0.023 0.020 - 北調整池集水井（西）

ヨ-16 0.041 0.013 0.012 0.009 0.043 0.030 0.024 0.032 0.020 0.019 0.025 0.016 0.006 0.026 0.020 0.011 0.008 < 0.005 0.012 0.013 0.026 0.018 0.019 0.014 0.014 0.009 - 0.014 < 0.005 0.015 0.016 0.007 0.010 0.006 0.006 < 0.005 0.006 - ヨ-16

ヨ-17 0.012 0.019 0.040 0.035 0.073 0.051 0.043 0.024 0.028 0.021 0.027 0.016 0.013 0.007 0.012 0.007 0.008 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 0.005 0.005 0.006 0.005 - < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 - ヨ-17

大型井戸（南） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.11 0.090 0.097 0.097 0.11 0.080 0.064 0.032 0.071 0.11 0.11 0.049 0.028 0.036 0.075 0.075 0.085 大型井戸（南）

大型井戸（北） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.056 0.023 0.042 0.047 0.048 0.066 大型井戸（北）

H18-4 0.81 - 0.22 0.33 0.12 0.089 0.012 0.050 0.008 0.070 0.048 - 0.046 0.010 0.013 0.012 0.012 0.010 0.011 0.015 0.016 0.015 0.017 0.019 0.022 0.015 - 0.011 0.019 0.029 0.043 0.036 0.022 0.017 0.018 0.036 0.041 - H18-4

2号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.068 0.057 0.063 0.060 0.063 0.065 2号集水井

3号集水井 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.024 0.020 0.019 0.018 0.018 0.018 3号集水井

大口径北 - 0.28 0.27 0.31 0.17 0.27 0.019 0.069 0.014 0.097 0.090 0.092 0.008 0.070 0.074 0.097 0.085 0.077 0.079 0.085 0.082 0.082 0.080 0.071 0.026 0.062 0.079 0.075 0.052 0.043 0.040 0.052 0.054 0.049 0.064 0.060 0.040 0.030 0.028 0.023 0.023 0.010 0.011 0.018 0.008 0.007 0.008 大口径北

大口径南 - 0.11 0.097 0.13 0.094 0.065 0.064 0.029 0.018 0.015 0.022 0.020 0.013 0.013 0.015 0.018 0.018 0.013 0.01 0.011 0.011 0.011 0.010 0.009 0.007 0.009 0.010 0.013 0.007 0.007 0.007 0.007 0.008 0.007 0.007 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 大口径南

ヨ-18 0.045 0.056 0.063 0.043 0.050 0.045 0.057 0.008 0.020 0.021 0.044 0.047 0.043 < 0.005 0.039 0.030 0.027 0.007 0.022 0.036 0.032 0.029 0.021 0.020 0.041 0.044 - 0.026 0.064 0.061 0.068 0.079 0.011 0.013 0.043 0.063 0.060 - ヨ-18

ヨ-19 0.037 0.033 0.039 0.029 0.024 0.035 0.045 0.024 0.021 0.014 0.013 0.015 0.016 0.020 0.016 0.016 0.017 0.026 0.015 0.012 0.008 0.012 0.014 0.019 0.022 0.022 - 0.036 0.029 0.027 0.029 0.030 0.033 0.020 0.023 0.025 0.017 - ヨ-19

地区外A西側 大口径Ａ - - - - - - - - - - - - - - - - 0.018 0.077 0.14 0.11 0.093 0.13 0.15 0.057 0.061 0.18 0.23 0.14 0.19 0.14 0.20 0.23 0.12 0.20 0.24 0.13 0.13 0.032 0.20 0.23 0.098 0.12 0.10 0.10 0.069 0.16 0.19 大口径Ａ 地区外A西側

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

B イ-1 2.3 0.080 0.46 0.58 0.17 0.98 0.86 0.64 0.44 0.61 0.62 0.54 0.53 0.46 0.26 0.55 0.54 < 0.005 < 0.005 0.088 0.008 < 0.005 < 0.005 0.006< 0.005 0.014 < 0.005 < 0.005 0.016 0.012 0.014 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.006 0.020 イ-1 B

D イ-24 0.23 0.26 0.19 0.18 0.48 0.40 0.21 0.22 0.21 0.19 0.19 0.15 0.19 0.22 0.16 0.12 0.14 0.13 0.064 0.095 0.10 0.090 0.071 0.10 0.040 0.051 0.073 0.078 0.095 0.16 0.16 0.12 0.13 0.24 - 0.040 0.22 - - - イ-24 Ｄ

F イ-3 0.32 0.39 0.44 0.35 0.10 0.16 0.12 0.074 0.32 0.28 < 0.005 0.026 0.076 0.071 0.068 < 0.005 0.094 0.014 0.066 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.039 0.032 0.023 0.019 0.026 0.028 0.014 < 0.005 0.005 0.030 0.079 0.006 - 0.070 0.15 0.087 0.11 - イ-3 F

G イ-4 0.016 0.071 0.034 0.052 0.12 0.10 0.11 0.065 0.080 0.092 0.088 0.075 0.065 0.069 0.091 0.072 0.056 0.041 0.033 0.020 0.017 0.022 0.014 0.013 0.006 0.015 < 0.005 0.008 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.006 < 0.005 < 0.005 0.042 < 0.005 0.010 < 0.005 イ-4 G

H イ-9 0.047 0.056 0.060 0.056 0.050 0.068 0.049 0.061 0.051 0.051 0.068 0.051 0.055 0.050 0.055 0.057 0.051 0.057 0.052 0.052 0.054 0.052 0.058 0.057 0.057 0.056 0.053 0.057 0.053 0.051 0.069 0.033 0.036 0.066 0.042 0.067 0.022 0.042 0.040 0.050 イ-9 H

イ-6-1 0.42 0.37 0.29 0.086 0.47 0.49 0.46 0.67 0.80 0.48 0.53 0.64 0.58 0.48 0.51 0.29 0.72 < 0.005 0.062 0.58 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.34 0.009 0.18 < 0.005 0.027 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.083 < 0.005 0.028 0.022 0.013 < 0.005 0.017 < 0.005 < 0.005 イ-6-1

イ-12 0.042 0.045 0.061 - 0.017 0.011 0.025 0.027 0.037 0.019 < 0.005 0.037 0.044 0.053 0.022 < 0.005 0.036 < 0.005 < 0.005 0.012 < 0.005 0.016 0.029 0.013 0.029 0.012 0.038 0.051 0.016 0.032 < 0.005 < 0.005 0.034 イ-12

イ-15 0.31 0.56 0.63 0.12 0.54 0.68 0.20 0.48 0.45 0.45 < 0.005 0.20 0.38 0.33 0.32 0.31 0.30 0.33 0.32 0.28 < 0.005 0.22 0.24 0.22 0.18 0.21 0.14 0.22 0.19 0.16 0.15 0.15 0.21 0.25 0.20 0.038 0.10 0.085 0.12 0.13 イ-15

K イ-5 0.012 0.006 0.005 <0.005 0.008 0.013 0.021 0.014 0.010 0.006 0.006 0.007 0.010 0.007 0.007 < 0.005 0.008 0.005 0.005 0.006 < 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005< 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.007 0.013 < 0.005 0.008 - < 0.005 0.006 イ-5 K

イ-8 0.025 0.028 0.035 0.023 0.029 0.041 0.032 0.022 0.026 0.021 0.008 0.028 0.015 0.018 0.034 < 0.005 0.027 0.005 0.027 0.022 0.005 0.026 0.035 0.037 0.041 0.022 0.007 0.021 0.017 < 0.005 < 0.005 0.011 < 0.005 0.019 0.027 0.007 0.006 0.005 0.009 0.005 イ-8

イ-19 0.016 0.009 0.015 0.010 0.010 0.011 0.011 0.008 0.006 0.007 0.007 0.007 0.005 0.005 0.005 0.008 0.005 0.006 0.009 0.009 0.006 0.005 0.006 0.005 0.007 0.011 0.012 0.012 0.010 0.009 0.024 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 0.005 < 0.005 0.005 イ-19

イ-20 0.058 0.074 0.070 0.029 0.058 0.13 0.060 0.068 0.068 0.078 < 0.005 0.023 0.068 0.061 0.053 0.013 0.020 0.045 0.070 0.078 0.026 0.030 0.010 0.019< 0.005 < 0.005 0.008 0.011 0.009 0.009 0.017 0.016 イ-20

イ-21 0.092 0.086 0.065 0.19 0.080 0.13 0.14 0.10 0.060 0.075 0.13 0.096 0.10 0.11 0.090 0.075 0.083 0.10 0.065 0.070 0.060 0.086 0.073 0.081 0.063 0.048 0.067 0.046 0.051 0.084 0.050 イ-21

イ-22 0.017 0.013 0.016 0.020 0.019 0.018 0.011 0.014 0.011 0.010 0.007 0.006 0.010 0.012 0.009 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005< 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.006 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 0.005 イ-22

イ-13 0.043 0.046 0.042 0.039 0.036 0.051 0.044 0.032 0.028 0.034 0.029 0.043 0.054 0.053 0.055 0.054 0.054 0.044 0.047 0.046 0.046 0.058 0.049 0.045 0.043 0.053 0.045 0.043 0.048 0.036 0.036 0.037 0.025 0.038 0.028 0.038 0.028 0.020 0.023 0.020 イ-13

イ-17 0.041 0.038 0.042 0.041 0.038 0.042 0.030 0.040 0.038 0.043 0.019 0.013 0.038 0.051 0.065 0.058 0.088 0.095 0.088 0.084 0.029 0.061 0.094 イ-17

イ-18 0.050 0.049 0.049 0.048 0.048 0.049 0.046 0.006 0.025 0.034 < 0.005 0.032 0.017 0.020 < 0.005 0.005 0.044 0.021 0.043 0.031 0.026 0.042 0.044 0.037 0.042 0.041 0.040 0.046 0.039 0.032 0.047 0.025 0.035 0.062 0.033 0.050 0.022 0.031 0.040 0.029 イ-18

地区外N南側 イ-14 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 0.005 0.005 < 0.005 < 0.005 0.007 0.009 0.008 0.008 < 0.005 0.008 0.009 0.008< 0.005 < 0.005 0.008 0.008 < 0.005 0.012 0.017 0.009 0.009 0.011 0.008 0.007 0.006 0.010 0.009 0.010 イ-14 地区外N南側

イ-11 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005< 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 イ-11

イ-16 0.005 0.007 0.007 0.008 0.013 0.013 < 0.005 < 0.005 <0.005 <0.005 < 0.005 < 0.005 0.019 0.020 0.025 0.012 0.030 0.026 0.007 0.005 < 0.005 < 0.005 0.017 0.024 0.012 < 0.005 < 0.005 0.016 0.008 < 0.005 < 0.005 0.016 0.064 0.049 0.029 0.021 0.021 0.016 0.015 < 0.005 イ-16

地区名 井戸名
平成２５年 平成２６年 平成２７年

平成２７年

D

井戸名

休止

J

平成２８年

Ａ西掘削除去により廃止

K

地区名

A

休止 休止 休止 休止 休止 休止

地区名 井戸名

H H

平成２５年 平成２６年

A

B

N N

O

B

O

D

J

ＡＢ境界掘削除去により廃止

ＡＢ境界掘削除去により廃止

N N

O O

休止 休止 休止 休止

J

地区外O東側

Ｊ地区大型井戸（南）に振り替え Ｊ地区大型井戸（南）に振り替え

休止 休止

地区外O東側

J

休止

K

Ｊ地区大型井戸（北）に振り替え

Ｎ地区フェントン工により廃止

Ｎ地区フェントン工により廃止

井戸名 地区名
平成２８年

 

表１ 1,4-ジオキサン濃度の推移       単位：mg/L  環境基準：0.05mg/L 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の凡例：■5倍以下  ■50倍以下  ■50倍超  
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※グラフの縦軸は

横軸は年月

 

※グラフの縦軸は 1,4

横軸は年月 

  

1,4-ジオキサン濃度（ジオキサン濃度（mg/L

Ａ地区西側

mg/L）、 

Ａ地区西側Ａ地区西側 

① 

図２ Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

 

③

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

③ 

 

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

 

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

Ａ-Ｂ地区境界

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

Ｂ地区境界

② 

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性

Ｂ地区境界 

 

＜平成２９年度の対策の方向性＞

 

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

 

②ＡＢ地区境界部のＢ

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

 

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等）

Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部の地下水調査結果と対策の方向性 

＜平成２９年度の対策の方向性＞

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

②ＡＢ地区境界部のＢ

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等）

＜平成２９年度の対策の方向性＞

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

②ＡＢ地区境界部のＢ-1

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等）

＜平成２９年度の対策の方向性＞ 

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

1周辺の地下水量を増加させる。

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等）

 

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

周辺の地下水量を増加させる。

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等）

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

周辺の地下水量を増加させる。 

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等）

③汚染土壌の取り残しがないように未調査地点（図の緑色部分）を中心

に土壌調査を行い、必要に応じた対策を実施する。 

（掘削除去、横ボーリング、浸透池等の設置等） 

①Ａ地区西側のライナープレート周辺の地下水量を増加させる。 

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等）

 

（未だに濃度が高い範囲への散水管の設置による洗出しの促進等） 

（図の緑色部分）を中心

（ライナープレート内及びその周辺への加水による洗出しの促進等） 

 

（図の緑色部分）を中心
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表２ Ａ地区西側・ＡＢ地区境界部における基準超過井戸の現況と今後の対策（まとめ） 

 

 

 ３ 今後の事業スケジュール 

今後の事業スケジュールは以下のとおりです。【表３】 

  ○ 1,4-ジオキサン対策について、地下水等のモニタリング、井戸からの揚水と水処

理施設の稼働を継続します。 

○ Ａ地区西側、ＡＢ地区境界部で基準超過井戸（超過倍率：２～45倍程度）が多い

ことから、対策の優先順位が高い当該地区を中心に、汚染土壌の取り残しがないよ

うに、平成29年度に土壌調査を行い、その後必要に応じて地下水量を増やし1,4-ジ

オキサンを含む地下水の排水促進対策を実施します。 

  ○ 周辺表流水等の周辺環境モニタリングについては、継続して実施します。 

 

  ○ 他の地区で1,4-ジオキサンが基準を超過している井戸（基準超過倍率：2倍程度）

の周辺についても、調査。対策を検討していきます。 

 

地区 井戸 現況 対策 

Ａ地区 

西側 
Ａ大型井戸 基準を下回る濃度に低下傾向 ・現在の集水対策を継続 

ヨ－４ ゆるやかに低下傾向 

（基準の２倍程度） 

・現在の集水対策を継続 

・地下水流向上流側にあたるＡＢ境

界付近の未調査範囲の調査と、その

結果に基づく適切な対策の実施 

ヨ－５ ゆるやかに低下傾向 

（基準の２倍程度） 

１-⑤-ウ 

（Ａ－１） 

・汚染土壌存在内に設置され、

10倍超過につき掘削除去 

（H28.12完了） 

・隣接地に代替井戸としてＡ－

1を設置（基準の２倍程度） 

・汚染土壌掘削除去の効果確認を継

続 

・汚染土壌後のライナープレートを

利用する等して、当該周辺範囲の洗

出し強化 

大口径Ａ 横ばい（基準の３～４倍程度） 

ＡＢ地区

境界部 

Ｂ－１ 地形の構造上、高濃度汚染土壌

の存在範囲内に設置され、基準

の１5 ～50倍弱が継続 

・施工済の集水管の効果確認を継続 

・前記対策効果の向上のため、今春

高濃度汚染土壌存在範囲等に散水設

備を設置 

ヨ－３ ゆるやかに低下傾向 ・掘削除去による対策効果の確認の

継続 

・今春実施の調査結果に基づき必要

な対策を実施 

Ｂ貯水池 ・高濃度土壌対策として設置し

た集水管により集められた汚

染地下水を貯め、水処理施設に

送る目的で設置（濃度が高いほ

ど、集水管の効果が認められる

もの） 

・数倍～数十倍程度で基準超過

継続 

・掘削除去による対策効果の確認の

継続 
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表３ 今後の事業工程表 

 

 

 

4月 7 10 1 4月 7 10 1

汚染土壌の掘削除去等
の対策

揚水、水処理施設稼働

1,4-ジオキ
サン

汚染対策

場内・周辺環境
モニタリング

（Ｎ地区ＶＯＣ対策の確認を含む）

工程
平成２８年度 平成２９年度

備考

モニタリング

汚染土壌の掘削除去等

揚水・水処理施設稼働

調査

モニタリング

揚水・水処理施設稼働

対策

7



 

 

 

参考 水処理施設の運転状況（昨年９月～本年２月） 

(1) 監視体制 

原水（汚染地下水）、処理水等について、1,4-ジオキサンを週１回、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）

及び重金属等を月１回、環境基準の評価方法（公定法）により測定しています。 

(2) 監視結果 

水処理施設は概ね安定に稼働しており、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素を除き、処理水は環境基準

に適合していました。 

 

表３ 原水及び処理水の1,4-ジオキサン濃度  単位：㎎/L  基準値：0.05mg/L以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が基準の前後を推移しています。引き続き、当該物質のモニタリング

結果を注視していきます。 

 

表４ 処理水の硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素測定結果   単位：㎎/L 基準値：10mg/L以下 

 

 

 

 

採水日 H28.9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月
年間平均

（H28.4～H29.2）

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

17 15 9.5 8.8 15 11 12

採水日 H28/9/7 9/12 9/20 9/26 10/5 10/11 10/17 10/24 11/2 11/7 11/14 11/21

原水 0.036 0.035 0.04 0.049 0.036 0.036 0.046 0.043 0.039 0.055 0.054 0.040

処理水 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

採水日 11/28 12/7 12/12 12/19 12/22 H29/1/11 1/16 1/23 2/1 2/6 2/13 2/20

原水 0.038 0.039 0.046 0.056 0.069 0.087 0.12 0.13 0.16 0.16 0.12 0.053

処理水 <0.005 <0.005 0.015 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
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平成 28年度環境(定期)モニタリング結果＜総括＞ 

【概要】 

  場内では1,4-ジオキサン等の基準超過がみられるものの、周辺環境では基準超過がなく

汚染拡散はありません。 

 

○水質モニタリング：別紙のとおり 

１ 調査時期 

平成28年４月13日 ～ 平成29年１月11日（本年度の環境モニタリングは終了） 

 

２ 調査地点 

（１）水質：32か所 

ア 地下水：21か所（場内中央部６か所、西側県境部４か所、東側周辺部11か所） 

イ 表流水(河川、沢、調整池等公共用水域)：11か所 

（２）底質(河川・沢等)：６か所 

 

３ 調査項目 

（１）水質 ※環境基準項目を中心に調査しています。 

ア 生活環境項目（pH等 6項目）、イ 健康項目（カドミウム等29項目）、 

ウ 要監視項目（トルエン等2項目）、エ その他（電気伝導度等3項目）、 

 計 40項目 

（２）底質 

      環境基準項目等（カドミウム等28項目） 

     

４ 調査結果概要 

（１）水質 

①地下水（イ系井戸の調査結果） 

ア 1,4-ジオキサン（再掲）（前出の「1,4-ジオキサン対策」） 

・濃度が全体的に低下傾向（昨年度に比べ２地点で環境基準超過なし） 

・場内の５地点（ｲｰ24、ｲｰ3、ｲｰ15、ｲｰ17、ｲｰ9）では環境基準が複数回超過 

イ 重金属類 

場内の3地点(総水銀：ｲｰ9、カドミウム：ｲｰ9、ｲｰ18)で複数回、環境基準超過 

ウ ＶＯＣ 

・これまでＶＯＣ汚染があったＮ地区（場内）のみで基準超過あり 

・平成28年春に原位置浄化を実施後、環境基準の超過なし 

エ その他の項目 

・ダイオキシン類についてｲｰ5で１回環境基準超過 

②表流水 

全調査項目で概ね基準超過がない。 

 

  （２）底質 

全て環境基準に適合（北調整池は底質がなく調査不能） 

 

 ５ 対策 

   場内のモニタリング結果で基準超過が散見されますが、基準超過井戸の地下水は、い

ずれも揚水・処理後、放流しており、周辺環境への汚染拡散はありません。 
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平成29年度環境（定期）モニタリング計画（案） 

 

１ 目的 

  現場及びその周辺における汚染状況を把握するとともに周辺地域環境への影響等を監視する。 

 

２ モニタリング地点及び回数の概要：平成28年度と同様の項目と回数を行います。 

 〈項 目〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（※１）地下水の一部項目（1,4-ジオキサン、pH、電気伝導度）は、冬期間を除き毎月実施する。 

       また、自然条件により、渇水等が継続し現場内の一部観測井が使用できなくなる場合がある

ことから、適宜、調査地点数の増減を行う。 

（※２）表流水の一部項目(1,4-ジオキサン、VOC、pH、電気伝導度)は、冬期間を除き毎月実施する。 

  

３ モニタリングの時期 

 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

水
質 

○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ 
  

 ※水質における全項目調査（年４回：◎部分）は、青森県と調整の上実施する。 

 

水 質 

別表 

場内中央部６ヶ所／年４回（※１：年10回） 

東側周辺部11ヶ所／年４回（※１：年10回） 

地下水 

河川・沢等11ヶ所／年４回（※２：年10回） 表流水 

底 質 河川・沢等６ヶ所／年１回 

西側県境部４ヶ所／年４回（※１：年10回） 
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水質モニタリング計画 

項目 調査地点名 
調査 

地点数 
調査項目 調査頻度 

地 

下 

水 

場
内
中
央
部 

イ－1 

イ-3～

イ-6、

イ-8 

6ヶ所 

生活環境項目1項目 

健康項目27項目 

要監視項目2項目 

その他2項目 

年４回 

（5、7、9、11月） 

生活環境項目１項目 

健康項目１項目    ② 

その他１項目 

年10回 

東
側
周
辺
部 

 

イ－9 

～ 

イ－19 

 

 

11ヶ所 

① 

※イ－10は硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素のみ 

年4回 

（5、7、9、11月） 

② 

※イ－10は実施しない。 
年10回 

（冬期を除く毎月） 

西
側
県
境
部 

イ－20 

～ 

イ-22、

イ-24 

４ヶ所 

① 
年4回 

（5、7、9、11月） 

② 
年10回 

（冬期を除く毎月） 

表 
流 

水 

直近の沢No.1 

直近の沢No.2 

小端川上流 

小端川下流. 

境沢上流 

河川・沢等 

５ヶ所 

生活環境項目5項目 

健康項目15項目 

要監視項目2項目 

その他2項目 

年４回 

（5、7、9、11月） 

生活環境項目1項目 

健康項目12項目 

要監視項目2項目 

その他１項目 

年10回 

（冬期を除く毎月） 

ため池 

十文字川支流 

ため池等 

２ヶ所 
④ 

年10回（冬期を除

く毎月実施） 

雨水調整池 

（北及び南側） 

放流水 

２ヵ所 

③ 
年４回 

（5、7、9、11月） 

④ 
年10回 

（冬期を除く毎月） 

浸出水 

放流1ヵ所 

回収1ヵ所 

同上 同上 

底 
 

質 

直近の沢No.1 

直近の沢No.2 

小端川上流 

境沢上流 

雨水調整池 

（北及び南側） 

河川・沢等 

４ヶ所 

雨水調整池 

２ヵ所 

土壌汚染環境基準項目、 

ダイオキシン類 

熱灼減量 

年１回 

※①～④の詳細は次頁 

別表  

① 

③ 

④ 
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検 査 項 目 等 一 覧 

区 分 項    目 ① ② ③ ④ 底 質 

生活環境

項目 

ｐH  ○  ○  

BOD   ○   

COD   ○   

SS ○  ○   

全窒素   ○   

全燐   ○   

健康項目 カドミウム ○  ○  ● 

全シアン ○  ○  ● 

鉛 ○  ○  ● 

六価クロム ○  ○  ● 

砒素 ○  ○  ● 

総水銀 ○  ○  ● 

アルキル水銀 ○  ○  ● 

PCB ○  ○  ● 

ジクロロメタン ○   ○ ● 

四塩化炭素 ○   ○ ● 

1,2-ジクロロエタン ○   ○ ● 

クロロエチレン ○     

1,1-ジクロロエチレン ○   ○ ● 

1,2-ジクロロエチレン ○     

シス-1,2-ジクロロエチレン    ○ ● 

1,1,1-トリクロロエタン ○   ○ ● 

1,1,2-トリクロロエタン ○   ○ ● 

トリクロロエチレン ○   ○ ● 

テトラクロロエチレン ○   ○ ● 

1,3-ジクロロプロペン ○   ○ ● 

チウラム ○  ○  ● 

シマジン ○  ○  ● 

チオベンカルブ ○  ○  ● 

ベンゼン ○   ○ ● 

セレン ○  ○  ● 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ○  ○   

ふっ素 ○  ○  ● 

ほう素 ○  ○  ● 

1,4-ジオキサン  ○  ○  

要監視項

目 

トルエン ○   ○  

キシレン ○   ○  

その他の

項目 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（Co-PCBsを含む） ○  ○  ○ 

電気伝導度  ○  ○  

塩化物イオン ○  ○   

熱灼減量     ○ 

有機リン     ● 

※底質の●印は、土壌汚染に係る環境基準を設定。 
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平成 29 年度 原状回復対策協議会開催日程（案） 

 

 日 程（予定） 会議名 備 考 

① 平成 29 年 06 月 10 日（土） 第 71 回原状回復対策協議会 現地視察予定 

② 平成 29 年 09 月 16 日（土） 第 72 回原状回復対策協議会  

③ 平成 30 年 03 月 17 日（土） 第 73 回原状回復対策協議会  

※ 平成 29 年度は 3 回開催することとし、必要に応じて追加で開催すること

ができるものとする。 
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